
2012年3月卒業予定の学生に対するインターネット調査：

調査の概要および単純集計結果（一部抜粋）
1． 調査の概要

① 調査目的　学生生活の実態や家庭環境、今後の就職やくらしに関する計画・要望等を調査し、行政施策立案のための基礎データを提供すること。質問は総計で177項目。
② 調査対象　2012年3月卒業予定の学生

③ 調査方法　インテージ社にインターネットモニターとして登録されている学生のうち上記②の要件を満たす人に対するインターネット調査(日本の全都道府県)
④ 調査期間　2012年2月24日（金）から2月27日（月）の4日間

⑤ 有効回答数　1250名
⑥ 有効回答者に関する基本的な情報

男女比：男性42％、女性58％（→Q3）

年齢分布：22歳46％、23歳13％、24歳13％、21歳9％等となっており、20歳代前半層が88％（20歳代後半層10％）であった（→Q2）

在学年：大学4年生66％、大学院修士2年生10％、専門学校2年生4％等（→SCRQ2）

自宅か自宅外か：自宅65％、自宅外35％（→Q5）

2． 単純集計結果（一部抜粋）の概要［詳細は別添グラフ参照］
1 学生生活については「充実していた」27％、「まあ充実していた」54％、と肯定的に回答　　

する割合が80％強に達していた（→Q21）

2 1日平均の勉強時間（授業以外）は3時間以上が20％、2時間以上3時間未満18％、1時　　

間以上2時間未満34％、1時間未満8％、勉強時間ゼロが20％であった。男女比では、男性の方が勉強時間2時間以上の割合が若干ながら高い（→Q24）
3 週に読む本の冊数は「2冊以上」20％、「1冊」41％、「1冊も読まない」39％であった。
本を読まない学生割合は女性の方が多少とも高い（→Q32）

4 2012年2月時点で就職先が内定していた学生は55％、進学・入学・留学等が19％、「就
活中で就職先がまだ決まっていない」17％、「進学も就職もしない」5％、「その他」4％であった。なお就職内定者・大学院進学予定者はあわせて68％であり、男女差はない（→Q46）

5 女性の80％強が35歳時に働いていたいと思っており、その80％強が正規雇用または経営
者として働いていることを希望している（→Q78、Q80）

6 午前9時までに朝食をとらなかった学生割合は男性42％、女性47％であった（→Q85）

7 午前10時以降に起床する学生の割合は24％だった（→Q86）

8 ボランティア活動をしていたり、それをしたことのある学生は28％であった。一方、ボ
ランティア活動をしない学生は51％、「興味がない」22％であった（→Q87）

9 本を読むことに興味がない学生は6％、本を読まない学生10％であった。一方、「毎日、
本を読む」13％、「週1回以上、本を読む」23％であった（→Q87）

10 新聞を読む頻度については、「毎日読む」23％、「週1回以上読む」15％であった一方、「読
まない」24％、「読むことに興味がない」10％であった。なお女性の方が新聞を読む頻度は低い（→Q87）
11 母親の70％強が現在、収入を伴う仕事をしている（→Q98）

12 「親は生真面目であり、なにごともおろそかにしない」と思っている学生が52％、その
ように思わない学生42％であった（→Q103）
13 「親はストレスに弱い」と思っている学生は25％、そのように思わない学生68％であっ
た（→Q103）

14 「親は向上心が強い」と思っている学生は53％、そう思わない学生38％であった（→Q103）
15 「親は互いに助けあい、支えあっている」と思っている学生は66％、そう思わない学生
23％であった（→Q103）
16 保育園に通っていた人は32％、幼稚園経験者73％であった（→Q105）

17 交際中の異性がいる学生は男性32％、女性45％であった（→Q115）

18 同棲について否定的な考えを有する学生は13％前後にとどまり、男女差はほとんどなか
った（→Q118）

19 「30代でも20代と同じ位、妊娠する可能性がある」と思っている学生割合は60％強であ
った。正答は「30代の方が20代より妊娠する可能性は低い」である（→Q126）

20 「40代でも30代と同じ位、妊娠する可能性がある」と思っている学生割合は20％強であ
った。正答は「40代の方が30代より妊娠する可能性は低い」である（→Q126）
 eq \o\ac(○,21) 過去1年間にアルバイトや仕事をしたことのある学生割合は77％であった（→Q128）
 eq \o\ac(○,22) アルバイトや仕事をした主な目的として「趣味や衣服・化粧品等の購入に充てるため」
と回答した学生は男性が39％、女性45％であった。また「生活費を稼ぐため」と回答した学生は男性39％、女性32％であった（→Q142）
 eq \o\ac(○,23) 奨学金を受けたことのある学生割合は43％であった（→Q159）

 eq \o\ac(○,24) 最も期待する社会保障施策として男性が挙げたものは「若者に対する職業支援の充実」
31％、女性は「育児休業の取得促進」22％であった（→Q170）
 eq \o\ac(○,25) 男性の13％、女性の9％が「自分は親の世代より豊かになれる」と思っていた。一方、男性の55％、女性の61％が、そのように思っていなかった（→Q172）

［注：調査結果を統計的に分析したペーパーは逐次、下記Websiteにアップする予定である］http://takayama-online.net/pie/stage3/Japanese/d_p/index.html
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